











































知的、精神的、情緒的、職業的の 6 つと定義されている 3）。日本では健康増
進などの身体的要素が強調されているが、従来、ウェルネスとは包括的で全
人的な概念である。





























2. 2.  健康余暇科学科目の履修体系
　健康余暇科学科目の履修体系は、1 年次「動きの教育」（必修）：1 単位、2
年次「健康教育」（必修）： 1 単位、そして 1 年次以降「ウェルネス研究」（選択







2. 3.  スポーツ・ジェンダー論の展開








































第 1 回 オリエンテーション（スケジュールや評
価基準、授業の進め方についての説明）
授業の目的、進め方を理解する。
第 2 回 からだ（体力的、機能的、形態的な違い）男女の生理学・生物学的なから
だの違いを理解する。
第 3 回 こころ（「らしさ」とコンプレックス） 女らしい、男らしい、とはどう
いうことかを再認識する。








第 6 回 組織（社会的立場と発言力） スポーツ界における女性のリー
ダーシップについて考察する。
第 7 回 FAT（Female Athlete Triad） FATについて知り、女性アスリー ト
の良好な環境作りを考察する。
第 8 回 環境（ライフスキルと自立） 女性アスリートのライフサイク
ルや、ライフスキルを考察する。


































































3. 1.  調査対象者と調査方法
　2017 年度第 1 タームにスポーツ・ジェンダー論を受講した 106 名を対象に、
第 8 回の授業において「スポーツ・ジェンダー論で一番興味を持った内容、
その理由」について自由に記述することを求めた（2017 年 5 月）。
204
3. 2.  結果
3. 2. 1.  興味を持った内容
　表 2 に興味を持った内容の結果を示した。第 5 回人権（セクシュアルハラ
スメントとパワーハラスメント）が 52 名で、全体の約半数であった。第 4 回
の社会的価値（メディアとコマーシャリズムとマーケティングのトライアン
グル）21 名、第 8 回環境（ライフスキルと自立）20 名であるが、人権（セクシュ
アルハラスメントとパワーハラスメント）への興味・関心の高さがうかがわ
れる。第 9 回の各グループによる研究発表においても、人権（セクシュアル








3 環境（ライフスキルと自立） 20（18.9 ％）
4 FAT（Female Athlete Triad） 7 （6.6 ％）
5 その他 6 （5.7 ％）
n=106


















































































































































〇 〇 〇 5
　　　　　　　　　                                                                                   n=52
209スポーツ・ジェンダー論の授業実践







































































































































 〈http://www.nationalwellness.org/?page=About Wellness〉アクセス日：2017 年 8 月 16 日。
3） 全米ウェルネス協会『全米ウェルネス協会ホームページ』
 〈http://www.nationalwellness.org/?page=Six_Dimensions〉アクセス日：2017 年 8 月 16 日。
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